
事務事業評価カルテ（17年度評価）
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２．事業の評価
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３．今後の事業の方向性

NO

大会開催により各種競技の普及発展と青少年の健全な育成が図れた。

参加者相互の親睦とスポーツの発展向上が図れた。

青少年から高齢者までスポーツによる交流と、生涯スポーツの振興が図れた。

必要性

妥当性

人員削減及び事業費の縮小などがあるが、事業の見直し検討を繰り返し各種大会、教室を開催してお
り、効率は徐々に高まっている。

依然、必要性が高い

目的とした対象者に対しては、概ね広く便益を提供している

現在のやり方(手段）が一般的であり、特に問題はない

社会体育課としては、スポーツの普及発展と健全育成、スポーツの発展交流、スポーツの振興を図るこ
とを目的とすることから、関与はしなければならない。

大会、教室等を開催することによりスポーツの普及発展を図り、選手間の交流や健全育成を目的とし、
スポーツの発展交流を図る。また、青少年から高齢者までの交流や心身の健全育成と生涯スポーツの
振興を図ることを目的とすることから引き続き事業を継続していく。

どちらとも言えない

大会及び教室について、各種目都度に要項を作成し開催しており、これが一般的であり、特に問題は
ない。また、大会・教室終了後は各々各大会の反省会等を開催し次年度大会に反映させることとして
いる。

競技種目別に大会、教室を開催しており、対象者に対しては概ね広く便益を提供している。

マラソン・教室・スポーツ・レクリエーション祭（一般）

大会・教室を開催するための打合せ、実行委員会等の開催

大会・教室を開催するための準備

大会・教室の運営

体　育　係

具体的な活動内容

基本目標

施策体系

施　　策

事業本来の目的と具体的内容

事業の期間（開始/終了）

根拠法令、条例、規則など

各種大会（中学校）

担当係名

19

スポーツライフ推進事業（北関東中学校野球大会外）

明日を拓く豊かな市民文化と人づくり（教育・文化）

個性と創造性豊かな結城文化の創造（スポーツ・レクリエーション）

各種スポーツ大会の開催を進める

青少年の健全育成と軟式野球の普及発展を図ると共に,選手間の交流による青少年の健全育成が図れる。参加者相互の親睦を深め
ると共に強健な体力と旺盛な気力を養い,ｽﾎﾟｰﾂの発展向上を図る｡青少年から高齢者までｽﾎﾟｰﾂをとうして交流ができ,心身の健全育
成と生涯ｽﾎﾟｰﾂの振興が図れる。
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事務事業名 担当部局

項　目 説明

担当課名 社会体育課

事業の成果

事業が対象としている人(モノ）

教育委員会

総合
評価

事業の方向性判断

マラソン大会において、警察との協議において１０ｋｍ・５㎞一般の種目のみの使用許可となり、その他の種目は市道からのスタートとなった、スタート地点の
市道の幅員が狭く危険なため、今後、さらに警察等関係機関と協議し進めていく。また、県道が使用できない場合、多目的運動場を使用して開催したい
が、メイン会場である多目的運動場及び周辺の整備が課題となる。その他、中学生の各種競技大会や各種教室等は、概ね目標には達していると思われる
が継続していく。

維持継続②中長期的方向①短期的方向 維持継続

決定
権者
判断

決定内容

所属
長
判断

説
明

市民一人一スポーツを目標に，老人から子供までスポーツに慣れ親しむため，今後も指導者の育成及び大会・教室等を積極的に開催する必要がある。

説
明

健全な青少年の育成，生涯学習としてのスポーツライフ等による体力づくりやコミュニュケーションが図られる。多くの市民が健康で生活できるよう，事業
を継続する。

維持継続

概ね目標水準に達している

効率は徐々に高まっている（コストは徐々に下げられている）

公平性

適切性

有効性

効率性

大会、教室等を開催することによりスポーツの普及発展を図り、選手間の交流や健全育成を目的とし、
スポーツの発展交流を図る。また、青少年から高齢者までの交流や心身の健全育成と生涯スポーツの
振興を図っていることから概ね目標には達していると思われる。
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必要性

妥当性

公平性

適切性

有効性

効率性


